


　全国各地から1,000句に近い投句
　高津区文化協会（会長:鈴木
穆（あつし）氏）が俳句大会に取
り組んで５年目、会を重ねる
ごとに活発になり、多く
の句が寄せられていま

す。昨年は区制40周年を迎えた「歴史と文化の香
るまち」高津にちなんで、ふるさとの自然と歴史
や文化を詠んだ作品も募集したところ、市内はも
ちろん、北海道、新潟、群馬など各地から292
人、計966句もの俳句が寄せられたそうす。
　石寒太氏と金原亭馬生師匠が対談
　この日は俳誌「炎環（えんかん）」の主宰者でNHK
俳句教室や毎日文化センター俳句教室講師等でも
知られる俳人の石寒太さんと、炎環同人で「馬生
句会」の主宰者でもある落語家、第11代金原亭馬
生師匠の対談もありまし
た。
　発句、俳諧と呼ばれて
いた俳句の歴史、そして
落語の歴史、そこに共通
して流れる日本人の笑い‥「笑う門には福来る」
と言われた文化風土などについてユーモアたっぷ
り、含蓄のある対談でした。無駄を削ぎ落とした
言葉で多くを語り、季節感を大切にする「俳句は
キレ、落語は絶妙の間合い」という俳句と落語の
共通性についても、なるほどとうなずかされました。
　当日のプログラムで紹介されていた
　落語名人の一句から
○丸髷で帰る女房に除夜の鐘　　  ５代 古今亭志ん生
　慌ただしい晦日の仕事を終え、新年に向け髷を結っ
て帰宅した女房の姿に除夜の鐘の音が重なって‥‥
○親子酒終えて谷中の曼珠沙華　　10代 金原亭馬生
　親子酒は呑兵衛親子を描いた爆笑落語。講座の余韻
を残しながら谷中の道を歩く馬生師の目に‥‥
○枯葉舞ふ亡き師の好きなバーバリー 11代 金原亭馬生
　先代師匠への深い思いがにじむ句
　日々の取組から…高津萌（もえ）句会を訪ねて
　俳句愛好の皆さんは、日々どのような活動をしてい
るのでしょうか。大会事務局担当でもあるたむら葉（俳
号）さんが、主宰する高津萌句会
を訪ねました。
　この日の参加者は19人、市内の
みならず日頃から熱心に句作に親
しんでいる人たちの集まりです。
　この日の兼題（句会であらかじめ出しておく句題）

は山茶花・冬林檎などでそれぞ
れが持ち寄った句を、作者名を
伏せてプリントし、秀句として
印象に残った句を互いに推薦

し、合評します。インスト
ラクター役の市ノ瀬遥氏らの寸評をもとに１語、
１音を置き換えるなど工夫することによって句の
世界が深まり、広がっていくことに感嘆しまし
た。こうした訓練・修業の積み重ねが参加者の感
性をさらに磨くのでしょう。
　尊く充実した時間を共有している人たちに接
し、うらやましく思いました。こうした活動は市
内各所で熱心に取り組まれているようです。
　高津俳句大会入賞作品紹介
　高津俳句大会では前述した対談の後、入選作品
の披講（ひこう：俳句の読み上げ）と石寒太氏による
講評がありました。入賞作７句をご紹介します。
〈川崎市教育委員会賞〉
○蓮の実のとんで御巣鷹山のあを 藤岡市 武田 漣
〈高津区長賞〉
○曼珠沙華のかなたかの子の小学校 川崎市 たむら葉
〈高津市民館長賞〉
○若鮎の跳ねたる水の傷みけり  川崎市 植竹春子
〈高津観光協会会長賞〉
○万華鏡のごとくポンポンダリアかな 川崎市 石関武之
〈高津区文化協会長賞〉

　　○入院の準備ととのへ門火焚く 横浜市 鈴木友寄枝
　　〈大山街道ふるさと館長賞〉
　　○三つ目の故郷に見し盆の月　所沢市　三橋瑞枝
　　〈高津俳句大会特別賞〉
　　○子を呼べばこだまとなりし雪解川 志木市 中川志津子
　ジュニア俳句作品も
　選者の石寒太氏は作品集の中で「ここにきて学校で
も地域でも美しい日本語を子どもたちに伝えようとい
う動きが急激に増えつつある」と書いています。作品
集には「未来を担う子ども俳句」として125句が掲載
されていました。その中の一句をご紹介します。久地
梅林の歴史を踏まえた句です。
　　○吉宗の梅林の中初夏の風　川崎市 石井杏奈 小６
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